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令和６年度まちづくり座談会会議録（白鷺） 

 

開 催 日 時 令和６年８月２２日（木）午後７時００分～午後７時３０分 

開 催 場 所 白鷺公民館 

出  席  者 

町 長  庄司 中        保健福祉課福祉課長 青藤佳幸 

 副町長  高橋 裕        産業振興課長 八鍬 誠 

教育長  本多 諭        建設課長 大沼進悟 

総務課長 土屋弘行        教育文化課長 小林基流 

まちづくり推進課長 大山和彦   議会事務局長 遠藤秀樹 

町民税務課長 早坂勝弘 

出 席 者  ７名（男性７・女性０） 

 

議事概要 

１．開 会     土屋総務課長の進行で開会する。（午後７時００分）出席者紹介 

２．町長あいさつ・今後のまちづくりについて説明  庄司町長 

３．予算・支援事業等説明 総務課長   

４．懇談・意見交換 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

●●さん 

 

 

 

 

産業振興
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課長 

 

 

 

●●さん 

 

 

産業振興

課長 

 

●●さん 

 

 

 

この間の大雨で沢が崩れた。沢がまるっきり埋まって、沢の水が田んぼの方に

流れてきている。そして、産業振興課の方に（相談に）行ってきた。そしたら、

何百万とかかかるようなことを言われた。一人では出来ないので町の方で沢だ

け、水だけ通るように出来ないか？ 

 

はい、うちの方で見に行ってきたやつですね？ 

 

 

見に来てくれたって言ってた。土屋建設も来てくれたようだ。 

 

今、いろいろな所で（土砂崩れが）あって、農地の被害もありますので、その

辺は、まとめでさせてもらっている。ただ、農地の災害復旧となりますと、負担

の方も出てきます。 

 

 

農地はそのままでいいから、沢の水を元通りに出来ないか、ユンボで掘って前

の沢に戻してもらえないか？そういった方法がないかなと。 

 

ちょっと、この間どこまで見てきたか確認しないとあれなんですけど、その話

までしてもらいましたか？ 

 

何十万だか、３００万だか、費用がかかるという話だった。その中で県で出し

て、個人負担が３０万だか４０万だかあるってことだった。個人では無理だって

言って、だって、俺の沢じゃないしね。だから、ユンボで掘って、パイプでも埋
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●●さん 

 

 

 

 

めてね。 

 

まあ、そこら辺ちょっと検討させてもらって、さっきお話しした通り、個人負

担とかもありますし、その辺も含めて、なかなか大変なんだろうけど、災害復旧

の方の補助をもらうには、そういったことも関係してきますので、もう一回ちょ

っと見せてもらっていいでしょうか。 

 

何か良い案あればお願いします。 

 

今年の春先、５月だったかな、防災無線で、火事の連絡が流れた。それで、流

すだけ流して、どこが火事だか、たまたま農協に行って、「どこが火事だ？今の

サイレン」って聞いたら私たちも分からないということだった。たまたまお客さ

んで来た人で田沢だと教えていった人がいるとのことだった。ああいう防災無線

もいいけど、流しっ放しでどこが火事かもどういう状態かも分からない。もう少

し町民に分かるようにしてほしい。でなければ、鳴らしてもらわない方が良いみ

たいだ。 

冬の雪のことだけど、去年？今年？物凄く雪が降った。大浦から帰ってくる時

にボンネットまで上がる位に。ここの担当が●●くんという遠藤商事の、あの人

なので、今日出ないのかと聞いて、何も要請来ないのよということだった。区長

さんに連絡して区長さんから連絡してもらわないと（除雪車は）動かないという

ことだった。今年は雪が少なくて良かったんだけれど、ドカ雪降られると楽じゃ

ない思いをしたので、どうしたら良いかなと思って、区長さんに連絡もするので、

なるべく来てもらえるようなことでお願いしたい。 

 

第１点目の防災放送の件、「火災がありました」の放送した後に、一応その場

所についても言ってもらっております。その後、鎮火した場合も、（鎮火しまし

たという）防災放送で行っていただいているんですけれども、ただ、もしかした

らそれが風向きとかによって聞こえなかったのかもしれません。特に今年、春先、

小菅地区とか田沢地区の方で、火災が立て続けに発生したので、私の方も現場の

方にいるので、現場の方で鎮火しましたと放送担当の方に連絡するので、すぐ放

送が行われているはずです。 

 

地名言っている？（「他参加者」言っている） 

 

あんまり細かくは言わないですけれども、田沢地内とか、そんな形で（放送し

ている。） 

 

ここの地区、（近くに）尾花沢の名木沢というのがあるんだけど、そこの防災

無線が、結構流れてくる。熱中症に気を付けてくださいとか。ああいうのも流し

てほしいなと思う。このくらい暑いときは。尾花沢の防災無線聞いて気を付けて

るけどね。 
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推進課長 

 

 

 

 

 

●●さん 

 

除雪については、建設課長から 

 

大雪の時に出ていなかったという事で、それは大変申し訳なかったと思いま

す。降り方が局地的な場合もあれば、それはそれで対応しなければならない。さ

っき仰られた通り可能であれば、区長さんを通していただいた方が混乱も少なく

なるので是非ご連絡いただければ、対応させていただきたく思います。ありがと

うございます。 

 

付け加えて言えば、雪の降り方も変わってきている。地区によってドカ雪にな

ったり、局地的な場合もあるようだ。連絡をいただければと思います。 

 

この間の大雨が降った時、大浦のところ通行止めした所。あそこで、この間、

通った時に、車が停まっていて、なんか調べている人がいた。その時「何しった

んだっす？」って言ってたら、「木を切るのに見積もりを出してほしい」と言わ

れたということで、木を切って、この間は落ちなかったから良かったけどね。か

なり電線にも被っているので、あそこを工事する予定はないわけですか？ 

 

大浦白鷺線の、去年に崩れたところの周辺だと思うんですけど、やっぱりかな

り木が大きくなってきてて、電線とか電話線とか、危険な状態なので、冬前にち

ょっとなんとかしたいなと思って、今見積りをお願いしているところです。ご心

配おかけして申し訳ないです。 

 

あともう１つ。ここのセンターラインって引くこと出来ない？道路に。飛ばす

人がいる。 

 

幅員によって、ちょっと確認してみて、もし幅がなくて引けない場合もあるん

ですけど、その時はせめて側線とか、ただ、町全部を見るとなかなか線を引ける

所、引けない所があって、ちょっと危険だとすれば、前向きにちょっと検討して

いきたい。 

 

家とか小屋とかを解体する時になんぼか補助金とかどうなっていますか？そ

ういうところを聞きたいなと思います。 

 

今ある建物を解体する際に補助金があるかというと、正直なところは無いとい

うところです。ただ、空き家となっていて、かなり老朽化しているという危険空

き家みたいな状態になった場合、付近に危険を及ぼすということで、所有者の方

が、それを壊す際、それに対しては、５０万程なんですが、 解体に対する助成

金があるという状況です。事前に、迷惑をかける前に、ここだけ解体しておきた

いというものに対しては、今現在のところでは無いという状況になります。 

 

今年は、道路、草刈りしないで除草剤かけたわけだけれど、町で除草剤かけて

もらってありがとうございました。本当に助かっています。 
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推進課長 

 

 

 

 

移住定住について何人かいるんですか？ 

 

移住定住についてですけれども、他の県からこちらの方に来ていただいている

方は、年に何組かいらっしゃいます。昨年ですと、向こうの方からこちらの方に

来られる方、関東圏の方でありましたり、また、今年度５月に就任しました地域

おこし協力隊の方、こちらの方も（元々大石田に縁のある方だったんですけれど

も）関東圏の方でありました。８月からご家族の方も移住されて、奥様はリモー

トワークでお仕事されるということを伺っております。数はあまり多くはないの

ですが、年に数組程度は町の方に入っていただいている状況です。協力隊の方で

昨年は２人、定住していただいている状況です。 

 

ごみ処理場、尾花沢にあるんだけど、あと何年くらいあるのか？（最終処分場） 

 

ごみ処理については、 専門的には尾花沢市大石田町環境衛生事業組合の方で

一部事務組合を組織してやっております。計画上では、令和１１年であそこの処

理場がいっぱいになるという計画であります。ただし、やはりいっぱいになると、

どうしても次の処分場ということを考えなきゃいけないというのがありまして、

現在組合としましても、延命措置をずっと図っている。どうやって延命措置を図

っているかというと、焼却場から出た後は埋めたりする場所については 現在こ

ちらの白鷺の方にも運んではいるんですけれども、その他に、民間の処理施設、

こちらを活用させていただきながら、できる限り延命措置を取らせてもらってい

るようになります。具体名を挙げますと、アシストと別の所とという形で民間の

処理場を利用させていただきながら延命措置を取らせています。 

 

 

６．閉 会 （午後７時３０分） 

 


